第６部会（文化スポーツ教育）第１３回部会概要

　日　時　平成２０年１月２２日（火）午後６時００分～午後８時００分

　場　所　第３委員会室

　出席者　部  会 員 ：川島芳治　平田誠治　菅井博昭　鈴木信義　前野利一

　　　　　事　務　局：企画グループ企画主幹宮崎　修　企画調整主査立中善則

　部会の冒頭　川島部会長から、１月１７日開催の第９回運営委員会の報告を行った。

　（報告内容）

　１月１７日（木）第９回運営委員会が開催され、（１）第６部会が協議のうえまとめた、①登別市立図書館に関する提言書については、文言の整理を行い、《登別市立図書館に関する提言書》中、上から１７行目から１８行目までの２行及び、２９行目を削除する。②運営委員会で条例及び規則の早期見直しについて、具体的に条例及び規則のどの部分を見直すのかとの質問がありましたので、登別市立図書館条例の見直しについては、第５条　（職員）において「図書館に館長及び必要な職員を置く。」を「図書館に司書館長及び司書その他必要な職員を置く。」と改正する。③規則の見直しについては、第２条　（開館時間）に（２）「木曜日は夜間８時まで延長する。」を追加する。第６章　（雑則）に「コピー利用料金の改正（現行２０円を１０円にする。）を追加する。　と回答することとして、その取り扱いは、次回（２月）開催の運営委員会で決定されます。（２）市民フォーラムについては、平成２０年３月２日開催、講師は北海学園大学　森啓教授、参加者から資料代として２００円徴収すると決定した。

　議　題　１　「登別市スポーツ振興基本計画」について

　（川島部会長）
　　本日の議題は、前回　平田さんから提案のありました「登別市における体育・ス

ポーツの振興について」意見交換を行います。
　
それでは、平田さんより説明をお願いします。

　●平田副部会長から、「登別市スポーツ振興基本計画」に基づき説明があった。
　【説明の概要】

　
　◇登別市におけるスポーツ振興の現状について

　　・平成１７年３月　登別市スポーツ振興基本計画を策定した。

　　・計画策定後　２年経過しており一度検証する必要がある。
　　・少子化の影響により、スポーツ少年団の活動が衰退している。
　　・少子化やスポーツ離れにより、スポーツ振興が停滞している。

　　・各種スポーツ団体の組織はあるが、組織としての活動が衰退している。

　　・競技スポーツは体育協会、市民スポーツは文化・スポーツ財団、町内会等の

スポ－ツ指導は体育指導員が実施している。
　　・スポーツ振興計画では、行政（教育委員会）の立場で振興を行うこととしているが、何を、どのように行うかは、市民ニーズがあった場合に対応すると考えているようです。
　　・市民ニーズの把握・検証が必要と考える。

　　・これまで、市民からどのような要望があったのか、検討する時期と考える。

【質疑・意見等】

　　Ｑ：スポーツ振興計画策定後、２年経過しているが検証したことがあります。

Ａ：体育協会としては、検証はしていない。
　　Ｑ：体育協会と文化・スポーツ財団の話合いは行われたか。
Ａ：話し合いをしたことはない。
Ｑ：市の担当の関わりはどのようになっているのか。
Ａ：市民よりの要請がなければ、動かない。
Ｑ：スポーツ少年団は体育協会に所属しているのか。
Ａ：体育協会に所属している。ただし、体育協会加盟の競技団体とは別組織と

　　なっている。例えば、市からの助成金等は体育協会助成とは別枠で受けて
　　いる。

　　これは、日本体育協会も北海道体育協会も同じ組織となっている。
Ｑ：各種サークル及びクラブで活動している方々が支障に思っていることはな

いのか。
Ａ：総合体育館を例にすれば、使用時間、使用場所についてコートの面数などで
　　競合しあうことがあり不満があるようだが、施設の新設ができないとあきら

め半分の様子見られる。

Ｑ：学校開放者は、だれが指導等しているのか。
Ａ：利用者で行っている。
Ｑ：競技スポーツ団体と学校とのつながりどのようになっているのか。
Ａ：学校と指導者及び各団体とはうまく連携が取れるようになってきている。

◇競技団体を見れば、一般社会人が少なくなってきている。
◇スポーツ振興のための組織はあるが、組織としての機能が発揮されていない。
◇市民は、自分が好きなスポーツをできればよいと考えている。
◇市民のサークル及びクラブで活動している人達は、型にはまった指導を嫌い自
由に楽しみたいという雰囲気が見られる。

◇競技スポーツと市民スポーツを一体に考えること、年代及び体力に応じたこと

を考えないと無理があると思う。

　　◇文化・スポーツ財団と体育協会は、スポーツとしてはつながっているので、組

織として一体化した上で、競技スポーツと市民スポーツを区分別すべきであり、

その中で交流することにより、お互いにプラスになることがある。　　　　　　　　　　　　　　

◇スポ－ツ振興に関し体育協会と文化・スポーツ財団が一体となり協力して行う
　必要がある。

◇市民ニーズ調査を行う必要がある。

◇スポーツ振興の啓発を行う必要がある。
◇スポーツ振興のため、市民と関係団体および行政との調整役としてのコーディ
　ネーターがいない。

◇「生涯スポーツ」と「競技スポーツ」は区別して考えるべきである。
◇市民がつくる「地域総合型スポーツクラブ」が必要である。
◇体育協会、文化・スポーツ財団、市が協力しスポーツ振興を行うこと。
◇体育協会、文化・スポーツ財団の組織を一本化し振興を行うための調整機関は

　どこで、どのように行うのかが大事である。

【まとめ】

　●過去２回の部会での意見等をもとに、担当グループから「登別市スポーツ振興」の進捗状況と取り組みについて説明を受け、その後、意見交換を行う。

●次回のテーマについて
　　「登別市スポーツ振興基本計画」の進捗状況及び取り組みについて。

●次回部会開催日について
　　平成２０年３月２５日（火）　午後６時～　第３委員会室






